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晩婚・晩産化が進む一方、生物学的な妊娠適齢期は35歳までという現実にどう向き合うか。

いままさに、妊活（妊娠について学び行動する）時代、 

子どもを意思を持って授かる時代がやってきた！ 

 
 
【内容紹介】 

 女性の社会進出が進み、晩婚化が加速するなか、かつてのように「いつか自然に結婚して子供を

持つのが当たり前」という意識では、欲しいと思ったときにできないこともあります。ちなみに

都市部の多くの女性は 35 歳を過ぎてから妊娠したいと思っていますが、生殖額的には 35 歳まで

が妊娠適齢期と言われています。 
 
「まだまだ」の人も「いつかは」の人も「そろそろ」の人も、妊娠について正しく学びことが必

要。妊娠適齢期や卵子の加齢、不妊といった、妊娠にまつわる知識を正しく身につけること。そ

して自分の身体の現状を把握し、自分にベストなライフプランを描くこと。それが「妊娠活動＝

妊活」です。 
 
 この本では、長年不妊治療の最前線で活躍されている国立成育医療研究センター母性医療診療

部不妊診療科医長の齊藤英和先生と、『婚活時代』でおなじみの少子化ジャーナリスト白河桃子さ

んの共著という形で、「妊活」についてさまざまな角度からアプローチしています。 
 
｢妊活｣はこれからの女性のライフプランニングにおいて重要なキーワードになっていくことは間

違いありません。ぜひ貴媒体で取り上げて頂けますようお願い致します。 
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